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V52a CCDによる星像中心位置の高精度測定実験（２）アルゴリズムの開発
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CCD検出器による星像中心位置の高精度測定は、JASMINE計画における銀河系の星の位置、三角視差、固
有運動を求めるための位置天文観測や ILOM計画での月面内部構造の解析のための天測望遠鏡による星の位置測
定などに必要不可欠なテーマである。我々は数画素にわたって検出器上に写った星像から真の中心を 1画素の数
百分の１～千分の１の精度で求める必要がある（JASMINE計画では検出器の１画素の 400分の１、ILOM計画
では 1画素の 1000分の１）。こういった高精度の星像中心測定のための実験装置の開発が進められているところ
であるがその一方で解析アルゴリズムの開発も進められてきている。星像中心を求める際には最小２乗法、最尤
法、重心法などさまな方法が考えられるが、解析の精度とアルゴリズムの計算量とを考えて、重心法が有望な解
析方法である。そこでこの重心法を基礎として今回我々は相対的位置が変わらない複数の星を微妙に検出器の位
置を変えつつ多数観測することにより数百分の 1～千分の１画素の高精度での星像中心測定を達成出来るかどう
かを確かめる解析アルゴリズムを開発した。本講演では解析アルゴリズムの具体的方法を紹介し、解析の進展状
況を報告する。


